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坂井地区水道用水供給事業 ○ S63 27 1 ○ 1,349,065 0 1,349,065 0 ○ ○ ○ 0

日野川地区水道用水供給事業 ○ H18 9 1 ○ 3,209,720 0 3,209,720 0 ○ ○ ○ 0

県営第一工業用水道事業 ○ S50 40 1 ○ 478,093 0 478,093 0 ○ ○ ○ 0

福井臨海工業用水道事業 ○ Ｓ53 37 1 ○ 524,748 0 524,748 0 ○ ○ ○ 0

臨海下水道事業 ○ H5 22 1 ○ 3,150,071 401,000 2,749,071 0 ○ ○ ○ 0

臨海工業用地等造成事業 ○ S45 45 1 ○ 2,463,973 0 2,463,973 0 ○ ○ ○ 0

6 0 0 6 6 0 11,175,670 401,000 10,774,670 0 1 4 1 0 0 0 0 0 0 4 2 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0

企業会計

平成２６年度事務事業評価結果(課・室)総括表

（単位：千円）公営企業経営課

会計区分

課・室名

事            業           名
福井新々元気宣言
における位置付け

事業区分 事務区分同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

事業
開始
年度

経過
年数

活動指標2結果分類 成果指標2結果分類  評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応成果指標1結果分類

平成
２６年度
予算額

 財源内訳 活動指標1結果分類



別紙１

□
□ （ ）
■ （ 水道事業会計 ）

課 水道施設管理 Ｇ

1 □ ■ S63 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 27 年 □

 ２２年度  ２３年度  ２４年度 ２５年度

1,295,113 1,251,743 1,220,931 1,437,961

1,949,640 1,226,883 1,180,696 1,334,831

1,911,335 1,196,418 1,159,560 1,267,176

16,123,875 16,168,050 16,123,875 16,123,875

100.0 100.0 100.0 100.0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単

自 治 事 務

所　　属 産業労働

事　業
開　始
年　度

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

実行予算

部

事      業      名

その他

公営企業経営

含まれる事業数坂井地区水道用水供給事業

経過年数
事 業
区 分

国　庫

平均伸び率

[事業目的]

　坂井市およびあわら市に安全で良質な水道用水を安定供給する。

［事業内容］

　竹田川上流県営龍ヶ鼻ダムに水源を確保し、坂井市丸岡町山久保地係において取水し、浄水処理後各市へ配水するものである。
　　　　　給水内訳　　あわら市　１６，１８２㎥/日
　　　　　　　　　　　坂井市　　２７，９９３㎥/日
　　　　　　　　　　　合　計　　４４，１７５㎥/日（平成２７年２月末日現在）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 1,381,732 2.0%

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等
1,349,065 △ 6.7%

区　　　　　　分 ２６年度

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果

決 算 額 の 推 移 △ 10.4%

年間有収水量（㎥） 0.0%

補 助 金

0.0%施設利用度（％）

Ⅱ

Ⅱ

その他特定財源

指標

計 画 の 達 成 状 況

事業効果 指標

活動

契約水量/給水能力×100の推移

1,349,065

1,349,065

国　　　　　庫

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 　施設整備に多額の先行投資が必要であり、その資金回収に長期間を要する公共性
の強い業務である。

財源内訳

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］
[事業の評価]

拡　　充

一　般　財　源

 〕　／　整備目標

□ 廃　　止

完　　了□

　今後もより安定した水道用水の供給に努める。

見　直　し　額

評価に基

づく今後

の 対 応

□

■ 継　　続 □ 休　　止

　年間有収水量は、ほぼ横ばいに推移している。
　また、施設利用度は、１００％を維持している。

千　円

縮　　減 □

□ そ の 他□整理統合

□ 終期の見直し

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

-１-
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□
□ （ ）
■ （ 水道事業会計 ）

課 水道施設管理 Ｇ

1 □ ■ H18 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 9 年 □

 ２２年度  ２３年度  ２４年度 ２５年度

1,941,212 2,070,770 2,157,890 2,218,864

1,973,688 2,063,109 2,139,026 2,210,360

1,835,837 1,986,357 2,078,491 2,122,848

13,432,000 15,189,000 16,863,000 18,943,500

94.6 80.0 89.0 100.0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕〕　　　＝　　　〔

　施設整備に多額の先行投資が必要であり、その資金回収に長期間を要する公共性
の強い業務である。

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類

Ⅰ

Ⅱ

3,199,808

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 3,209,720

事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

活動 年間有収水量（㎥） 12.1%

指標

指標

事業終了
予定年度

そ の 他

事　業
開　始
年　度

廃　　止

拡　　充
　平成２５年度から全量給水(５１，９００㎥/日)となり、施設利用度が１００％となった。

■

（単位：千円）

縮　　減 □

法定受託事務

区　　　　　　分

事務区分福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単

[予算額および指標の推移等]

［事業内容］

事業効果

産業労働

国　庫 実行予算

□

区　　　　　　分 平成26年度予算額

 〕　／　整備目標

部

□

2.7% 契約水量/給水能力×100

所　　属

経過年数
事 業
区 分

補 助 金

その他

　日野川上流国営桝谷ダムに水源を確保し、南条郡南越前町八乙女地係において取水し、越前町大塩地係で浄水処理後各市町へ配水するものである。
　　　　　給水内訳　　鯖江市　２０，０００㎥/日　　越前市　２５，０００㎥/日　　南越前町（旧南条町）　１，６００㎥/日
　　　　　　　　　　　越前町（旧朝日町）　１，８００㎥/日　　福井市（旧清水町）　３，５００㎥/日
　　　　　　　　　　　　合　計　　５１，９００㎥/日（平成２７年２月末日現在）
　　　　　平成１８年度　一部給水開始
　　　　　平成２２年度　建設２期工事完了
　　　　　平成２５年度　全量給水

[事業目的]

２６年度

の推移

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応

公営企業経営

事      業      名 日野川地区水道用水供給事業

14.2%

決 算 額 の 推 移 5.0%

14.5%

含まれる事業数

当 初 予 算 額 の 推 移

　日野川流域の３市２町に安全で良質な水道用水を安定供給する。

自 治 事 務

3,209,720 　平成２２年度に建設２期工事が完成し、給水能力が３８，９００㎥/日から５１，９０
０㎥/日に増強された。

予　算　額　（単位：千円）

成果 施設利用度（％）

計 画 の 達 成 状 況

一　般　財　源

[事業の評価]

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 3,209,720

所属の

方　針

休　　止

整理統合

終期の見直し

□ そ の 他

□

□

□

□ 完　　了

［活動指標、成果指標に対する評価］

千　円

　今後もより安定した水道用水の供給に努める。

見　直　し　額

-２-
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□
□ （ ）
■ （ 工水事業会計 ）

課 水道施設管理 Ｇ

1 □ ■ S50 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策
〔 〕

■ □ 40 年 □

 ２２年度  ２３年度  ２４年度  ２５年度

271,815 265,261 326,684 524,222

238,805 253,703 272,445 455,335

231,642 246,450 263,487 448,246

13,050,650 12,872,220 12,861,850 12,804,825

89.4 87.9 88.1 87.7

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

公営企業経営

含まれる事業数

所　　属 産業労働 部

県営第一工業用水道事業

　産業活動支援のため、鯖江市および隣接市町に工業用水を安定供給する。

［事業内容］

　県営広野ダムに水源を確保し、鯖江市上鯖江地係において取水し、送水ポンプにより水落町の配水池へ圧送し、ここから自然流下により各企業に配水するものである。
　　　　利用企業数　９社　　　　契約水量　３５，０７０㎥/日（平成２７年２月末日現在）

事業終了
予定年度

事 業
区 分

国　庫 実行予算

補 助 金

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 経過年数

そ の 他その他

[事業目的]

法定受託事務

事務区分

自 治 事 務
事　業
開　始
年　度

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事業効果 指標

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 482,715 18.3%

478,093 26.9%

27.8%

Ⅲ

目標値、指標の積算根拠等

△ 0.6%

区　　　　　　分 ２６年度

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

平均伸び率

活動 年間有収水量（㎥）

Ⅲの推移 成果 施設利用度（％）

指標

 〕　／　整備目標

△ 0.6% 契約水量/給水能力×100

事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

〕　　　＝　　　〔

そ の 他

終期の見直し

完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

区　　　　　　分 平成26年度予算額

予　算　額　（単位：千円） 478,093

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

□

□ 整理統合 □

計 画 の 達 成 状 況

　年間有収水量は、ほぼ横ばいに推移している。
　また、施設利用度９０％程度の操業を継続している。

■ 継　　続

　今後もより安定した工業用水の供給に努める。

一　般　財　源

[事業の評価]

　施設整備に多額の先行投資が必要であり、その資金回収に長期間を要する公共性
の強い業務である。

478,093

見　直　し　額

評価に基

づく今後

の 対 応

休　　止 □

拡　　充 □ □

廃　　止 □

千　円

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

□

縮　　減

－３－
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□
□ （ ）
■ （ 工水事業会計 ）

課 水道施設管理 Ｇ

1 □ ■ Ｓ53 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策
〔 〕

■ □ 37 年 □

 ２２年度  ２３年度 ２４年度 ２５年度

675,776 890,380 796,536 714,164

660,143 781,146 623,062 662,102

634,015 749,943 571,256 644,371

11,694,204 11,851,905 11,538,024 11,787,262

69.6 70.4 68.7 70.2

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

公営企業経営

含まれる事業数

所　　属 産業労働 部

福井臨海工業用水道事業

　産業活動支援のため、テクノポート福井および九頭竜川右岸工業団地に工業用水を安定供給する。

［事業内容］

　九頭竜川に水源を確保し、福井市江上地係において取水、浄水処理後各企業に配水するものである。
　　　　利用企業数　５０社　　　　契約水量　３１，６４９㎥/日（平成２７年２月末日現在）

事業終了
予定年度

事 業
区 分

国　庫 実行予算

補 助 金

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 経過年数

そ の 他その他

[事業目的]

法定受託事務

事務区分

自 治 事 務
事　業
開　始
年　度

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事業効果 指標

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 515,953

524,748 1.5%

2.4%

Ⅱ

目標値、指標の積算根拠等

0.3%

区　　　　　　分 ２６年度

△ 4.2%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

平均伸び率

活動

の推移 成果 施設利用度（％）

年間有収水量（㎥）

Ⅱ

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

0.3%

〕　　　＝　　　〔

契約水量/給水能力×100

区　　　　　　分 平成26年度予算額

国　　　　　庫

その他特定財源 524,748

事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

一　般　財　源

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 524,748 S59 計画給水量の見直し（14万t → 10万t） 　施設整備に多額の先行投資が必要であり、その資金回収に長期間を要する公共性
の強い業務である。

財源内訳

千　円

□ そ の 他

完　　了□

□ 終期の見直し

□ 休　　止

□ 縮　　減

□ 廃　　止

　年間有収水量は、24年度は微減となったが、25年度は増加となった。

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応　今後も、給水量の増加が見込まれるため、新規水源を確保するとともに今後もより安定した工業
用水の供給に努める。

見　直　し　額

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］
□

□ 拡　　充

■ 継　　続

整理統合

－４－
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□
□ （ ）
■ （ 下水道事業会計 ）

課 水道施設管理 Ｇ

1 □ ■ H5 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策
〔 〕

■ □ 22 年 □

 ２２年度  ２３年度  ２４年度  ２５年度

770,573 1,436,408 1,957,312 1,709,456

746,814 1,148,433 1,849,332 1,544,609

672,196 1,034,275 1,763,510 1,457,113

4,363,813 4,373,877 4,198,449 4,590,388

74.7 74.7 71.9 78.6

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

公営企業経営

含まれる事業数

所　　属 産業労働 部

臨海下水道事業

　各企業が排出する汚水の処理を安定的に行い、テクノポート福井内の環境保全と公共用水域の保全を図る。

［事業内容］

　テクノポート福井内の各企業が排出する汚水を浄化処理後、海へ放出するものである。
　　　　利用企業数　９４社　　　　処理汚水量　１２，７７４㎥/日（平成２７年２月末日現在）

事業終了
予定年度

事 業
区 分

国　庫 実行予算

補 助 金

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 経過年数

そ の 他その他

[事業目的]

法定受託事務

事務区分

自 治 事 務
事　業
開　始
年　度

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事業効果 指標

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 3,325,645

3,150,071 32.8%

35.7%

Ⅱ

目標値、指標の積算根拠等

1.9%

区　　　　　　分 ２６年度

51.1%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

平均伸び率

活動

の推移 成果 施設利用度（％）

年間処理汚水量（㎥）

Ⅱ

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

1.9%

〕　　　＝　　　〔

処理汚水量/処理能力×100

区　　　　　　分 平成26年度予算額

国　　　　　庫 401,000

その他特定財源 2,749,071

事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

一　般　財　源

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 3,150,071 平成２３年度に下水道計画見直し、事業認可変更
      処理面積　              689ha → 762ha
      処理能力       16,000㎥/日 → 22,000㎥/日

　施設整備に多額の先行投資が必要であり、その資金回収に長期間を要する公共性
の強い業務である。

財源内訳

千　円

□ そ の 他

完　　了□

□ 終期の見直し

□ 休　　止

□ 縮　　減

□ 廃　　止

　年間処理汚水量は、24年度は減少したが、25年度は増加となった。

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応　今後も汚水量の増加が見込まれるため、施設を増設することによりテクノポート福井内の各企業
が排出する汚水の処理を安定的に行い、公共用水域の保全に努める。

見　直　し　額

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］
□

□ 拡　　充

■ 継　　続

整理統合

－５－
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□
□ （ ）
■ （ 造成事業会計 ）

課 企画・会計 Ｇ

1 □ ■ S45 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 45 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

312,103 439,828 391,115 836,683

356,649 635,441 504,987 749,619

899,911 622,772 492,227 1,009,713

7006 7006 7006 7006

8 12 7 6

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

□ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　これまで行ってきた整備により、平成26年6月時点で計画区域内の従業員数4,504人、平成25年時
点で出荷額1,986億円の実績を有する県内最大の工業団地として本県経済に大きく貢献している。
今後も引き続き環境整備を行い投資を促進していく。 見　直　し　額 千　円

一　般　財　源

そ の 他□ 整理統合 □ 廃　　止 □

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　工場の新・増設は現在順調に推移している。引き続き必要な環境整備を行っていく。

■ 継　　続

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 2,463,973
「テクノポート福井」基本計画は、平成13年3月に、社会情勢の変化に合わせた業
種や生産規模の想定を見直している。

県内最大の工業団地として、雇用確保や工業出荷額への期待もあり、新規進出企業
を受け入れていくためにも環境整備が必要である。

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

国　　　　　庫

その他特定財源 2,463,973

Ⅲ

指標

の推移 成果 立地企業工場新・増設数 △ 2.0%

Ⅱ

事業効果 指標

83.7%

決 算 額 の 推 移 17.8%

活動 産業用地造成面積（千㎡） 0%

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 2,009,972 71.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 2,463,973

法定受託事務

[事業目的]

　「テクノポート福井」基本計画に基づき、産業用地等を造成し分譲する。

［事業内容］

　産業用地の造成　　　　　造成計画面積　12,357千㎡　　うち産業用地　7,312千㎡　公共用地　5,045千㎡
　　　　　　　　　　　　　平成２７年３月１日現在　　進出企業７３社（6,972千㎡）　うち操業企業６６社　操業予定３社

　平成２６年度の工事
　　・テクノポート福井環境整備（区画道路維持管理等）
　その他、テクノポート福井総合公園の維持管理など

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 臨海工業用地等造成事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 産業労働 部 公営企業経営
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